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財務諸表活用の目的財務諸表活用の目的
ー財務諸表は財政状況を示すツール

財 務 諸 表

【ストック情報】

● 現在保有する資産に対し 将来世代に
新

● 現在保有する資産に対し、将来世代に
残されている負債の状況

● 施設の老朽化の度合いを推測 など
どのような

目的のために
活用する

た
に
得
ら

【フルコスト情報】

毎年 行政 ビ 対応 た

活用する
のか？

ら
れ
る
情 ● 毎年の行政サービスに対応したコストの

把握が可能
● 人件費や金利も含めた事業のコストの

把握が可能 など

情
報

把握が可能 など

１



東京都における導入の経緯東京都における導入の経緯

財政再建の取組 財政再建の達成

・ H17年度決算で
財政再建を達成

危機的な
財政状況 ● 財政再建推進プラン

財政再建の取組 財政再建の達成

・ 引き続き、強固で弾力的な
財政基盤の構築に向けた
取組

財政状況
（H10決算：実質収支
赤字1,068億円）

・ １次（H11策定、12～15年度）
・ ２次（Ｈ15策定、16～18年度）

『機能するバランスシート』 新たな公会計制度ＢＳ試作

・ H18年度より導入
・ H19.9 新たな公会計制度

・ 貸借対照表を
試作（H11）

・普通会計ベース、連結ベース、
事業別の財務諸表を作成（～H17決算）

『機能するバランスシ ト』

による財務諸表公表

【H14.5】
複式簿記 発生主義会計の導入を決定複式簿記・発生主義会計の導入を決定
→会計基準検討・システム開発等
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東京都における活用の目的東京都における活用の目的

最初 バ シ ト 『機能するバ シ ト』 新たな公会計制度最初のバランスシート
（Ｈ１１）

● 官庁会計の４つの欠如

『機能するバランスシート』
（Ｈ１３）

新たな公会計制度
（Ｈ１８～）

・ストック情報の欠如
・コスト情報の欠如

・アカウンタビリティの欠如
ネジメントの欠如

・ 都の資産・負債等の状況
を明らかにし、今後の
有効活用を図る観点から
試作

・ 財務諸表を財政運営の
ツールとして使いこなす
ことが目的

・マネジメントの欠如
を補完するもの

試作

● アカウンタビリティ ●今後の財政運営の

財政運営の方向性 財政運営の方向性

● アカウンタビリティ
（説明責任）の充実

● マネジメントの強化
● 職員の意識改革

● 財政再建推進プラン
（Ｈ11）

・ 財政構造改革への取組

●今後の財政運営の
指針（Ｈ18）

・ 改革をさらに加速し、
都財政の質的転換への
取組● 職員の意識改革 取組

３



機能するバランスシートから機能する ラン シ ら
新たな公会計制度へ

機能するバランスシート 新たな公会計制度

● 従来の官庁会計では把握が困難で
あった部分を見えるようにし、都財政
の実態を明らかに

● 財務諸表の分析 検証から導き出さ

● 従来の官庁会計に複式簿記・発生主義
会計の考え方を加えた 新たな公会計
制度を導入

● 日々の会計処理の段階から複式情報● 財務諸表の分析・検証から導き出さ
れた提言を事業の見直し等に反映

● 日々の会計処理の段階から複式情報
を蓄積

【限界】 【メリット】【限界】
○ 決算組替方式のため、

財務諸表の迅速な作成が困難
・ 分析の結果を速やかに予算に

【メリット】
○ 公表時期の前倒し（12月→９月）
・ 予算編成に直近の決算の分析を
活用・反映・ 分析の結果を速やかに予算に

反映させることが困難
・ 事業別財務諸表の作成に手間が
かかり、一部事業の分析にとどまる

活用 反映

○ 多様な財務諸表の作成が可能

・ 多様な作成単位での財務諸表を
決算作業の一環として作成可能に
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東京都における活用の状況①東京都 おける活用 状況①
ー財務諸表活用の基本的考え方

マクロ（都財政） ミクロ（事業別）
目的

視点

マネジメントの
強化

都財政全体の分析
・ 新たな分析手法による「財政の

個別事業の分析
・ マネジメントサイクルの確立

強化
・ 新たな分析手法による「財政の

持続可能性」の評価など

・ マネジメントサイクルの確立

・ 個別事業の分析と評価

アカウンタビリ 都財政運営の説明
主要な事業の実施状アカウンタビリ

ティの充実
都財政運営の説明
・ 都財政全体の財務情報の提供

況の説明
・ 個別事業の財務情報の提供
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東京都における活用の状況②東京都における活用の状況②
ー「見えてくる」ことによる意識改革

いわゆる
「隠れ借金」への

他会計借入金など、従来の官庁会計では
把握できなか た負債などが明らかに

解消に向けた
財政運営の取組

隠れ借金」 の
対応

把握できなかった負債などが明らかに 財政運営の取組

大規模施設の
更新需要への対応

貸借対照表の減価償却累計額より
資産の老朽化の度合いを把握

更新需要に備えて
社会資本等整備基金

に積立に積立

債権管理の
更なる適正化

債権管理条例の制定
など管理体制を強化

回収可能性の極めて低い債権が
不納欠損処理できないまま資産に計上
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東京都における活用の状況③東京都における活用の状況③
ー説明責任の充実：東京都年次財務報告書

１ 東京都普通会計決算及び各種

【東京都年次財務報告書】 ● コスト情報、ストック情報、キャッシュ
の流れをマクロ的な視点から分析し、
より多面的に都の財務の実態を示す１ 東京都普通会計決算及び各種

指標
○ 決算の概要
・ 普通会計決算の概要（官庁会計ベース）

より多面的に都の財務の実態を示す
もの
民間企業の「アニュアル・レポート」に
相当

【財務諸表 経年的な分析】

・ 地方公共団体の財政の健全化に関する
法律に定める比率

○ 新たな公会計手法による分析
・ 普通会計財務諸表の概要

相当
● 平成18年度決算より作成・公表

【財務諸表の経年的な分析】
● 財務諸表による情報の蓄積で、経年

変化の分析が可能に
● より中長期的な視点から 財政の

・ 財務諸表による都財政の分析・検証

２ 東京都全体の財務報告
● より中長期的な視点から、財政の

持続可能性に向けた取組を検証

財政状況をより多面的に

付表（普通会計財務諸表等）

※「平成21年度東京都年次 財政状況をより多面的に
説明することが可能に

※「平成21年度東京都年次
財務報告書」の構成

７



東京都における活用の状況④東京都における活用の状況④
ーマネジメントの強化：事業評価への活用

● 各局と財務局が連携しながら
事後検証を徹底、事業評価
を実施

【事業評価の流れ】

各
　
局

局評価分
析 課

整

評
価
の

を実施
● この中で、新たな公会計制度

を活用し、発生主義の視点
からの分析 試算を行うなど

財
度

・
検
証
作

題
の
整
理

整理
・

確認

の
視
点
の

からの分析・試算を行うなど、
事業の展開やあり方を検討

財
務
局

財務局評価
次年度
予算

作
業

理
共
有 【主な事例】

● 都税事務所の改築
（ストック情報を用いた財産

関　係　部　局　と　の　連　携

（ストック情報を用いた財産
利活用の検討）

● 都庁舎の管理
（事業別財務諸表を用いた（事業別財務諸表を用いた
分析）
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